
＼

　　　　　　　ム　　、「C・ボ凹キサイト質粘土

　　（1）アルミニウム原鉱・…水簸物の品位も外國産ボー

　　　キサイトより劣つているが，水簸物の工場渡し

　　　2，500円ノトン程度と思われるので輸入鉱石の代

　　　用として使用される可能性もある。

　　（2）硫酸磐土原糀・…日本アをミ黒崎工場の設備が完

　　　成すれば原土のま玉で月問800トンの需要がある

　　　といわれている。

　　　　　　　9．、結　論
　　、これを要するに，・ボーキザイト質粘土及び八女白粘土

　　　　　　　　　　　ヤ　　　で　　．共に鉱量が大で同一品質のものを長期聞連続して供給で

　　き，且つ露天掘が可能という有利な点と・立地條件に恵

。　　ま劃ている長所があるが，何れも利用方面において争少

　の欠点を有し，需要家がこれを使用するにいたるまでに

　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　＼　　　曝

は構の騨を財る砺ろ弧なお活醸蹴繊．
ては積極的関心が示されるととが望ましい＆

　なお当地渥ボーキサイト質粘土中にギブス石の存在す

る事実は学術的に極めて興昧あることがあつて，從来日

本においては四國坂出にのみボーキサイトが存在してい

るといわれていたのであるが，八女郡下における本粘土

の発見により更に他の地域，特に地形上類似の地域から、

偶この種鉱床を発見しうる可能性が大となづた。　　　　　、
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伊田一善飴，篠山昌市潤斎藤一雄，’加藤甲壬滞鼎

R6sum6

N’atε皿＆l　Gas　in　Shikine　Gas　Field，

　　Kagoshima、Pr母f㏄加re．

By一

K，Ida，S．Shlnoy乱m我，

K．Sait石，Kl．Kat6．

　　｛
1・　Sh1kfn（1　9統s　費e1（卑　fs　s茸uated　＆10ng　右｝1e

　northeasむem℃oastof：KagoshimaB我y．・
2．　The　general　sむratfgr翫phic．suecession　in

　thisarea，isasfollows：

　Quartemary、TerraGedeposits㌔一・…
．　・・∴pumiceousgravebnds鋤d
　恥亘ga1・em・一・・一・・一・“！…∴

　　’・10emandpum沁e一右ufF
　PostflKokubu　volcanics一　　，

　・∵ゆimbri右ic且・w聾roxene’駄ndesiむe

　Quar右emary？Kokubu　forma右ion…　…
　　。．．tu登mad　and　sand　’

　Tertiary，？．　　Pre・Kokubu　volcanics5．
　・…h・mblend－pyr・xenea血desite・b亀saltic

　a，ndesite

　Mesozoi　c　一

黄燃料部　料元所員　＊＊＊技術部

　　　。。shale　sandstone　and　shalste1n

　3・　、Na右ural　gas1s　composea　of　meむhane　gas

・　　　　　　and　comparaむively　nluch　c泓rbon・dioxide；

　　　むhef・〆merm鵠ybeaerive摩fr・mn・n－
　　　marine　Kokubq　forma七ion，whlleむhe　lat－

　　　terfSlikely亡OOrigi血a右einV・IC面C
　　　action．
　F4：Tぬeexplqita右edpart・f，thfsg＆s丘eld’lies

　ユ　inthりeastemend・fShikiBe・vil1魁9亀・一

　　　Thetwenty－fourgaswellshaveremained
　　・歪：roduc右ive　even　now　among七lhe　flfむy－one

　　、wells　wh五ch　were　drilied　sihce1908　iエ1・a，

　　　Ii面むed抗rea．1

’5．T・talpr・duetf・扇n190ε一1948：

　　　　　　1，248，450M3forO．04km2
　6．EstimateofReserveβ
　　　Residualreservesf・rpr6ved説紺
　　　　　　23，961，000M3for2．Okm2－
　　・Inferred　reserves：

　　　　　　42，800，000M3£・r10．σkm皇
　　閣To右a1／reserves：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　66，761，000M3f6r・ヱ2．O　km2

　　　　　1・序　言
昭和23年3月30日より10巨聞，伊田・篠山両名は國

分囑の地質髄を行弱蘇・藤両名瞳根に於け

る夫然ガス並びに之に附随する水の分析を行つた結果，，

．9
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即口払層匿｝

脚糧※i

中生耀灘　　　　　シ窺、
　　　　、樫鰍鰹合
　　　　　　　　　　　0　　　　　　　2・ε－可燃粧ガス散候

第 1 図

此り地域の天然ガス鉱床の性格がや』明かになつたの

　　　　　　　　　　　　　　　　∫で，こ』に其の結果を報告する◎

　　　　　　・2．地　質
　FA層序層序は（7）沖積冒，（6）段丘砂礫暦，（5）、

日向・一ム層，（4）後國分火山岩類，（3）國秀暦群，（2）

先國分火出岩類，（1）中生代暦

の順で重曼する。以下，下位の地層より順家述べる。，

　（1）中隼代層

　時代不明ゐ古期岩厨が編山附近並びに東國分村見帰附

　　　　　　ら近に見られる。走向は概ね北北西で・酉に40度以上急

『斜する瓜福山町め南東部を除いて棒度に擾乱し，構造

を把握する事は困難である。見帰附近に於ては之参先國

分火山岩類或ほ國分暦群の下位に谷底にのみ僅に露出し

ている。之等は黒色或は友色の頁岩が主体であつて編山
㌧
の
北
部 では砂岩，輝緑凝次岩をはさむ。小廻北西の佐多

．街道下では礫質砂岩も見られる◎

　・（2）先國分火山岩類’

　中生代暦堆積衡國分暦群堆積前に國分雫野の周辺に・

火輿活動があつて角閃石輝石寮山考が噴串した。其の内噛

最下位にあるものは上井（オワヰ）の北に在る淡青色め凝

友岩であるo之とほ黛同時代

1と思われるものはこの凝亥岩

Pの露出地の北側に見られる著
　　ノ　　　　　チ』しい板状簡理の発蓬した堅硬

は安山岩質熔岩であつて，此

の両者は上井の北方だけに見

られる。後者を貫入し前者を

覆つて角閃石輝石安山岩が噴

出した。李野の北西では隼人

Q町木ノ房，國分町北端・東國．

分村上井導見られ，石基は毒

紫石をなし多くは風化して軟

場になつている。國分町商業

学校裏ではこの角閃石輝石安

山岩の上位に安山岩礫を含む

淡黄色の礫質働1岩がある。

これは極めて軟質で多くは固

結せず粉状になる。分布は極

めて挾い。叉敷根の南東には

覧
若 奪鼻の玄武岩質安山岩があ

り，脇元の北にまで延びてい

るo

　これら各種の火山岩・凝友

・岩類を総称して先國分火山岩

類とする。

　（3）國分層群

上記の中生代層及び火山岩類を不整合に覆い・後述の

輝石安山岩或は凝友質泥流に不整合に覆われる淡水成堆

灘を國分暦群と呼ぶ事とするo

模式露出地…・鹿見島紳宮より東部落に至る坂道

．國分層群は淡水隣で極めて岩相の変化が甚しく層厚も

区々である。其の良く発蓬する國分颯西では地表で釦σ

mの厚さを認齢，隼人年於ける講錐では200m域上母り，

天然ガスを産する國分以東では更に薄い。國分暦群を上

部，中部，下部に区分すると下部は礫岩爲暦砂岩，暗友

色泥岩の累層で儒層砂岩中の於泥質泥岩にほ植物化石を

産するσ此の部分は國分の北に露出し，既所では宇都石

叉は角閃石輝石安山岩の上に明瞭な不整合を以て接して

いる。車部は厚い嬬履砂岩と暗友色泥岩暦オ，姫城の麓

を取φまき鼻切及び木ノ房の灌瀧用水路にも露出し植物

化石を産出する。上井では基底の礫岩は無く赤色の集塊’

角礫岩があつて直に薄い儂暦砂岩がのり，その上位は凝

荻岩が厚くi発蓬している。更に束の見帰では此の集塊角

礫岩も欠き中生代厨が中部暦の粗粒砂岩と上部の凝塞岩

により覆蔽され（いる。一中部膚の最も良く発達している，

のは模式地の鹿見島蒜宮裏で，厚い粗粒傭暦砂岩の上位

10
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に
暗
友 色泥岩が在り，其上位は礫岩を経て白色緻密な暦

理卑ある凝次岩となる。上部層は蒙前に見られる白色粗

粒の軟弱な凝友岩であるが，其のすぐ南西め樋脇及び垂

元では黒色ラごリ質凝荻岩に急変する。

　（4）後國分米山岩類　國分層群の上位は輝石安山岩々

床又は凝荻質泥流が覆つている。前者は敷根の北の牧ノ

原台地，i蓑前，垂元の丘陵上などに発達し，後者は之よ

．り北東山地一帯及び編山附近の山地を覆う。　

　、輝石安山岩は厚寄10方至30mの暦欺をなし，部分的

に板状節理が見られ，極めて堅硬である。蓑前附近及び

ぞの西では一部集塊岩殊に毒る。擬荻質泥流は上下二暦

あつ宅，下暦は國分の北の弟子丸に於て厚さ150m丙外

に蓬し極めて発蓮している1が，・多くは10mから20m程

．度であるQ安山岩円礫を含み友白色の粗粒浮石質岩で極

めて脆く無暦理で，下部は黒色多孔質鶏卵大のスコリア

が多い。此の輝右安山岩々床と擬i荻質泥流との相互の関

係は明かでないが，分布上同時代の生成物か，或獄輝石

安山岩がや、先行したものであると思われる。

　これらを覆蔽して第二の凝友質泥流が堆積している。

下位の泥流により地形の凹凸を埋められ干坦化された面

上に堆積していて，その下部は水中に堆積』したと考えら

れる爲層のある浮石質砂暦及び薄い粘土暦がある（毛梨

野）。上部の厚さ20m内外の部分は第一の凝友質泥流

と外見大差なく》友白色無層をなし下の部分に黒色のス

コリアを含む。殊に縮割坂に於けるものは之が著しい。

題割坂では海抜200甲附近に，叉國分町北東でな彬ね．

140m前後に在る。

　（5）琴向膳凹ム層　地形的に最上位の台地面を形穣す　’

る地暦は日向’ロー4暦であるo賞向ローム暦とは関東ロ

ーム暦に極あて類似した岩相を示す塩基性火山岩ゐ凝友・

岩で騒つて，國分町の城山では下部に白色豆粒大の浮石　・

粒からなる浮石質を俘う。全体の厚さは4mを越えな

いoなお本暦の模式地は宮崎縣妻にあるo

　（6）段丘秒礫層　（7）沖積暦9省略する。

　B地質構造
　國分暦群と後國分火山岩類との関係は，かなり侵蝕期、

を経た傾斜不整合歌非整合である。後國分火山活動前國

・分ZF野にほ微弱な造構邉蓮動が認められるoこれの産物

として北東にせり上つた逆断暦がある。その内の一っは

鹿見島紳宮の北にあつて國分町の北側では2條認1められ

る。他は垂元に在る。國分の断暦は引曳が無いが，垂元

の断暦はかなり引曳して國分層群下部の、礫岩が急斜す

るo

　c剴　　比
　國分暦群には下記の植物化石を産するが，対比の根麺

としては薄弱である。霧島火山北麓め加久藤盆地に於て’

其の加久藤暦群堆積後一部に造構造蓮動があつた事，両

者に特徴ある青色の凝荻質泥岩が存在する事，何れも軟

　弱な淡水威堆積物で，凝友岩に富み所謂友石暦で季る凝

　友質泥流以前のものである事などからして，両暦群は霧

　島火山をとりまく向時代，（恐らく鮮新世末期或は洪積世

、初期）の堆積物であろ5。」

　國分暦群中の植物化石

　・Castanea？sp，，Carpi蹴us　sp・，Acer　sp・ゴPrunu6sp．，

　F＆gus？sp．

　　　　　　’3．一天然ガス鉱床　　　　　・

りA。天然ガスと地質との闘係　　　、｝

　．天然ガスが由来し得ると考えられる地層は中生代居と

國分層群及び火山岩類が挙げられる。中生代暦の分布ほ

調査地の南部に在つて敷根ガズ田は國分厨群と中生代暦

、との地表に於ける分布区域の中間に位する。敷根ガス田

　の坑井は中生代層まで達したものは無い。，

』國分暦群中部の淀岩は腐泥臭があつて時に木片がはさ、

　まれる。ガ久徴の分布は國分層群が地下に延びると考え．

　られる向川原以南にあつて・それ以北或は中生代層分布

、区域には発見されていない爲，國分暦群は母岩として蝦き

　も有り得べきものと想像されるo

　もつとも敷根ガス田の南東で若奪の鼻IF近接すると，，マ

炭酸ガスの露頭が多くなる事から，一部は庇の玄武岩質。

安山岩に由来するであろう。

　構逡線とガスとの、関係は庫接には把握出来なかつた

鵡飾溝噛砺1 も
．
』 1　天然ガスの表面徴候P

　現在まで知られた天然ガスの露頭の大部分は敷根部落

周豫に限られてい為6印ち部落の北西を限る槍校川流域

の向川原・川原・松山より敷根小学校に至る間には可燃性、

天然ガス露頭が散在し，ヌ敷根部落南東の脇乖・若奪の

鼻附近には可燃性と不燃性天然ガズ露頭とがある。殊に

若尊の鼻の享試岩質安山岩体に近づく．に從い著しい。こ

れは不燃性天然ガスで海岸あ砂中或は海中より幅20m

一長さ約150画の地域に亘り散在し閲歓的発噴が認挙られ

るo

　共の零比較的顯著な地点について観察レだところで

は7崩礫の聞り海中から18分の聞隔を置き8分聞連続

噴出した。ガス量は1立方m／日を越えない。

　此の他清水村日当山に於ける鉱泉には炭酸ガスを随俘

’しているoこ』には露頭はないが，ガスを俘5坑井3を

認め，其の内1井は深さ150mで水温570Cあり』0．1立

方m／日のCO2ガス泡が出る。

　敷根ガス田の産畠歌況

　敷根ガス田は明治虹年より開発され総坑井数51坑あ

　り，其の初期は手掘により大正12年以降は上総堀で廃

11
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一鼻’

強麟 十　
。翼

轄．

殆んど50血以浅であつて，70

mを越えたものは1坑あるに

過ぎないQ

ガスは・主に竹管のケーシ

ソグよリドラム罐の固定式セ

パレーターを経て鉄管にて容

第2図・坑井、図

井27坑，現存井は24坑である。

　既開発面積は209m×200m＝40薯000m2に過ぎず，坑㌔

井の相互干渉を無覗し此の極めて狭い地域に51坑が密
一
集 して馨井されたQ深度は記録の残つている限りでは，

本調査餐は柱状図をはじめ

墾井記録ぽ一つも得られなか’

つたが爲に，亥の項目以外に

地下地質に関しては知識が皆

無である◎

　（1）深度40皿内外に於て

所謂「岩磐」があり，それ以深

は上総掘で掘墾困難であるげ・

『（2）可燃性ガス暦は此の岩

磐の直上にあるo．
　（3）雌の暦を掘抜いた唯一の坑井1（1号井）では，其

の直下の砂礫層に於てCO2が著しく其の爲廃井とし

た◎

機／㌧
　　／　　　　ロる　　　　㊦　　　　43

／『署　　　　　覇
　　＼’

　　霊
ぜ　／

　　駅　諺、

駆繍～脱6鮒凝嚇」・暑』驚幸　　　　・

オム、，

　　　　　　　　　　　＼砂　　．

20　　、30　　，40　’　50朔

第3図　地下構邉図雌に断面図

12

　（4）多くの坑井ほ此の「岩磐』に蓬して

掘止をした。

　以上の事実から掘止深度は此の1岩磐」

の構邉を示すと見て大過ないと信ずる

（第3図）。

　地下構造とガス産量との関係は図に示
『
す
通 り，比較的多量に産出する坑井は17

号井及び3生号弁を中心とする二群に別

れている。叉構造は南及び東側に高く他

は傾斜がゆるい。構造の高所に過去に於

て多量に産出した坑井があつ七，構遣の

低部ではガス量が少いo

　云いかえれば邉去に於ては構造の高所

が開発されたが，現在では構造の翼印ち

傾斜の変曲点附近にガスがパヅチとなつ

て残存している事が認められるo　．

　［ガス及び随俘水の性質『

　本調査に於ける分析結果は第1表の通

へ
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第1表ガス及び水分析値

瓦斯井

番号

3

深度（m）

　　22　’

　　25
　　29
　　31
　、40一．
　　4｛

　廃弁戸　・
高松川水流中

4
、

・utcr・P

43．9

磁．8

45。5

45．5
　　鷺44．5、

磁。5

、

瓦斯量
（m3／Day）

2分毎聞歓
自噴6・6出

　5．184

　0．173

11．491－

13．306’

1。728

0。079

瓦斯分析値　（％）

CO2 02 CH4 N2、

水分！析値　（9／1）
／

1．54

36．3G

2．02

37。92

21．17

5．22

11．08

0．31

0．50

0．29

0．31

0づ55

0．37

0．87

68．89

4：2．71

65．02

窪8．96

’
6 5．82

70．05

60．21

PH
　ド　　ド
29．26i6．9

20・4915・8

32乙671　6．8
－2．8・15．8

　『12．461　5．9

－　　5．9

24．36 －　i
－16・6

27．8副一
　1．

H2S（遊離）

0．0000

0．0000

0．0009－

0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

1

』0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

り．QOOO

C1

0．0107

0．G143

0．0178

0．G143

0．0－43

0．0143

0。Oto7㌧

水温、

200（｝

210（）

＼NO4P
　O　59＼

＼0
　68

　　　　　　　　ロフぞ　　　　　　　晶／

巻31

る　

／　　　一一・

　　　幅　　　　　　　　一N・2｝レδ5覧
雛ど二』一一　二童レ…
／　　　 一

＿ 一一一　　　蹴、

　　　　／／　　　　＿／－　　　．姻　45覧

・／／』／≧☆ヲ：顎

　　　　　’／づ／づ／膿
　　　　　／／／、／／　　65％
N，29．／／

　　　　　　ヨド　　　　○　　　σ
　　　　65B2

／
／／

　1

δ　1　　3θ■　’

　　　　　第4図　．ガ冬附随水pH：分布図

り臼である（第4，5，6，7図参照）。

　其の内，ガズ分析中のノタン，炭酸ガス量及び水分析、

中のPHは一檬に22号井より29号井を軸とし其の南

北側に徐々に値を変ネる性格を示してy・る。印ち此の軸

附近で1‡メタソの％が少く炭酸ガスの錫が多い。叉P琴

の儂小，さぐ酸性を示し1其の両側では此の値が逆になるo

　ρ埋藏量計算、

　192チ年（大正13年）より1948年（昭和23年）に至る間

啄掘躍第壊に討・開発糊爾・908～匹923年の
聞は、1924年以降の軍坑李均年甕量佃20m3より推して、

次の如く算出するFo

4020m3×！2第×4年＋3錦×12年）≒177・000皿3、

辱從つて総既採掘量は’

0
5巳89

第5図一〇H4分布図

〆177・ρ00甲3＋1，0717畢50m3＝1・248・450m3，

確定埋藏地域を脇元より下井に至る間の地域とすれば

確定埋藏地域の面積二2km2

李均産量＝4020m3／year／wel1

坑井間隔＝200m

從つで坑井密度＝25we11／km3

既開発区域は200m閤隔で4坑に相当する。

墾井可能量二2×25－4＝96坑

軍坑当総産量＝1，248・450m3÷4坑ま312，000m3！坑

確定残存可採埋藏量　　　．　じ，

　、＝墾井可能量x軍坑当維窪量〆危瞼率

　，＝96×312，0QOm3×0．8

　＝23，961，000皿3

　　　　　　　　　　　　　　、13
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00178
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陥＼

δ
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　　　　　　　　　　　　　　ノ第6図　CO9分布図，　　　　　　、第7図　ガろ附随水中のGI中分布函

　　　　　　第2表　ガス産量記録　（　）は推定

年

1924

1925

1926

1927

1928

1929

4930

箕931

1912

　　　ソ　　　　ヨ　　　　　　お
（畜方mノ年） 坑数（立方m管）／　年
軍坑当灘1　騰産則卜

3，675

3，360

1
2
，

760

3シ5GO

4，200

4，110

4，850

4，75）

4，700『

4　14，79011933
5　16，80酬193生

6　16，60011935
　　　　　ヒ6　21，000　1936
6　25，20011937
6　盟，70011938
6　29，1001’1939

6一．28，5・・1・9奎・

6・29，20叫19｛1．

晦纒幽韓竃）i
4，900

5？000，

4，6窪0

4，240

（4ン170）

（郵00）

（4少050）

（3，930）

（3，920）

6
6

6．5

715！

創
器一

29，400

30，000’

30，200

29，700

（31，300）

（32，800）

（32，200）

（39，80り）1

（生7，800）

年

1942

1943

1944

194弓

1946

1947

194S

・（立方m／年）・　　k立方工nノ年）

軍塘醗坑響縫量
（3，850ノ

（3，800）

3，725

－
（

3｝650）

（辞・60σ）

（3，520）

（3，450）

』耶均＝4，020

（16）

（19。5）

24

鍛
2｛

24

24

（61，600）

70ン140・
89，400

（87，600）

（86，400）

（84，500）

（82，800）・

立方m
1，071，450

家に予定埋蔵地域を國分r川内一下井一小村の
士也域に＝とれO漢　　　　　一

　予走埋藏地域の面積＝10k磁

　軍位面積産量と312，000m3／坑琴25坑／kn・2

　　　　　＝7，80g，000m3／km2　ダ・1
　予憲可採埋藏量＝面積×軍位面積産量〆危瞼率　・、

　　　　　＝10≧m2×7，800，000m3／km2×0・6・

　　　　　＝42｝800，000皿3［
從って総可採埋藏量は

　総可採埋藏量＝確定可採埋藏量：

　　　　十予定可採埋藏量
　　　　＝23，961，000＋42，800，000

　　　　＝66，761，GOOm3

　　　4．，天然ガス開発に対する意見

敷根ガス田ぽ過去に際て狭小な区域に無秩序ばi墾井し

・既開発区域は荒廃している01908年来ガスを採取して

来たが，軍坑耶均産出量は健に11立方mノ日に過ぎず，

從来のま国では稼行量に遙に及ばない。

　その司燃挫ガスマ〉由来する源は國分厨群中の泥岩に在、

ると考えられる。從つて其の泥岩の分布が広く厚い地域

である國分町，或は隼人町募國分村等璽に西方雫野弛，

域に対して調査探砿が必要である。

　強校川以東り確定埋藏地域の確定残存1可採埋藏量は

、2400万m3弱に過ぎないQ叉本飢ス田のガスは多少なり

～ともCO2ガスを俘うo既開発ガス層は一暦であるが，

更に下位ばCO2ガス含有蜀の極めて多い暦が存在する

事を知られているo從つて開発に際してはCQ2の採取．

をも考慮すべきであるQ

　次に初期に着手すべき地域は槍校川下流であつて順次

西方へ拡大する必要があるQ・．

　域上を要するに國労平野O天然ガスは・地方小工業用

として利用し得るガス量並律に分布地域を有するものと．

結論する。

fぐ




